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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラに設けられ、被写体に対する照射光の照射範囲が可変で且つ前記照射光の光軸が
前記被写体に対向する位置と前記被写体とは異なる反射面に対向する位置との間を移動可
能な発光部を有する照明装置であって、
　前記カメラの撮影光軸上に存在する被写体までの距離に相当する第１距離情報を取得す
る第１距離情報取得手段と、
　前記照射光の光軸上に存在する前記反射面までの距離に相当する第２距離情報を取得す
る第２距離情報取得手段と、
　前記発光部が前記反射面に対向している場合において、前記カメラの撮影光軸に対する
前記照射光の光軸の角度情報を測定する角度測定手段と、
　前記第１距離情報、前記第２距離情報及び前記角度情報に基づいて、前記被写体と前記
反射面との間の距離に相当する第３距離情報を算出すると共に、当該第３距離情報と前記
第２距離情報とを用いて前記被写体から前記反射面を経由する前記カメラまでの合計距離
情報を算出する距離演算部と、
　前記距離演算部で算出された前記合計距離情報に応じて、前記発光部から照射される照
射光の照射範囲を変更する発光制御部と、
　を備える照明装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明装置であって、
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　前記発光制御部は、前記発光部から照射される前記照射光の照射範囲を段階的に変更す
る照明装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の照明装置であって、
　前記発光部は、照射光を発する光源と、前記照射光を透過して外部に投光する光学部材
と、前記光源から発せられた照射光を前記光学部材に向けて反射する反射傘と、を備え、
　前記発光制御部は、前記光源又は前記反射傘の少なくとも一方を前記照射光の光軸方向
に移動させることにより前記発光部から照射される前記照射光の照射範囲を変更する照明
装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の照明装置と、
　被写体像を形成する光学部材を有するレンズ鏡筒と、
　前記レンズ鏡筒の前記光学部材により形成された前記被写体像を受光面で撮像する撮像
部と、
　を備えるカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置及びこれを備えたカメラに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カメラによる写真撮影において、照明装置から照射した照射光を天井等の反射面
に反射させ、その反射光を被写体に照射する、いわゆるバウンス撮影が行われている。こ
のようなバウンス撮影時において、照射光が直接に被写体に照射されないように、照射光
のバウンス角を撮影レンズの焦点距離に応じて可変とする照明装置が知られている（例え
ば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－７２３０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、バウンス撮影時には、カメラと反射面との距離が異なる場合がある。このよ
うな場合には、カメラと被写体との距離が同じであっても、照射光の光路長（被写体から
反射面を経由したカメラまでの距離）がそれぞれ異なるため、照射光のバウンス角を同じ
角度に設定しても、被写体に照射される照射光の光量が不足したり、逆に照射光の光量が
過多になることが考えられる。
【０００５】
　本発明の課題は、バウンス撮影において、被写体に適切な光量の照射光を照射すること
ができる照明装置及びカメラを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、以下のような解決手段により前記課題を解決する。
　請求項１に記載の発明は、カメラに設けられ、被写体に対する照射光の照射範囲が可変
で且つ前記照射光の光軸が前記被写体に対向する位置と前記被写体とは異なる反射面に対
向する位置との間を移動可能な発光部を有する照明装置であって、前記カメラの撮影光軸
上に存在する被写体までの距離に相当する第１距離情報を取得する第１距離情報取得手段
と、前記照射光の光軸上に存在する前記反射面までの距離に相当する第２距離情報を取得
する第２距離情報取得手段と、前記発光部が前記反射面に対向している場合において、前
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記カメラの撮影光軸に対する前記照射光の光軸の角度情報を測定する角度測定手段と、前
記第１距離情報、前記第２距離情報及び前記角度情報に基づいて、前記被写体と前記反射
面との間の距離に相当する第３距離情報を算出すると共に、当該第３距離情報と前記第２
距離情報とを用いて前記被写体から前記反射面を経由する前記カメラまでの合計距離情報
を算出する距離演算部と、前記距離演算部で算出された前記合計距離情報に応じて、前記
発光部から照射される照射光の照射範囲を変更する発光制御部と、を備える。
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の照明装置であって、前記発光制御部は、前
記発光部から照射される前記照射光の照射範囲を段階的に変更することを特徴とする。
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の照明装置であって、前記発光部は、
照射光を発する光源と、前記照射光を透過して外部に投光する光学部材と、前記光源から
発せられた照射光を前記光学部材に向けて反射する反射傘と、を備え、前記発光制御部は
、前記光源又は前記反射傘の少なくとも一方を前記照射光の光軸方向に移動させることに
より前記発光部から照射される前記照射光の照射範囲を変更することを特徴とする。
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３のいずれか一項に記載の照明装置と、被写体像
を形成する光学部材を有するレンズ鏡筒と、前記レンズ鏡筒の前記光学部材により形成さ
れた前記被写体像を受光面で撮像する撮像部と、を備えるカメラである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、バウンス撮影において、被写体に適切な光量の照射光を照射すること
ができる照明装置及びカメラを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態の照明装置３０を装着したカメラ１の外観図である。
【図２】照明装置３０の部分断面図である。
【図３】実施形態におけるカメラ１の構成を示すブロック図である。
【図４】カメラ１、被写体５０及び反射面６０の位置関係を示す概略図である。
【図５】照明装置３０と反射面６０との距離が異なる場合の照射光の光路長を示す概念図
である。
【図６】（ａ）～（ｃ）は、発光部３７における照射光の照射範囲を示す概念図である。
【図７】バウンス撮影モードが設定されたときのカメラ１の制御手順を示すフローチャー
トである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して、本発明に係わる照明装置及びカメラの実施形態について説明す
る。なお、図１及び図２には、説明と理解とを容易にするために、ＸＹＺの直交座標系を
設けた。この座標系では、撮影者が光軸Ａを水平として横長の画像を撮影する場合のカメ
ラ位置（以下、「正位置」という）において撮影者から見て左側に向かう方向をＸプラス
方向とする。また、正位置において上側に向かう方向をＹプラス方向とする。更に、正位
置において被写体に向かう方向をＺ方向とする。
【００１０】
　図１は、本実施形態の照明装置３０を装着したカメラ１の外観図である。図２は、照明
装置３０の部分断面図である。
【００１１】
　本実施形態のカメラ（カメラシステム）１は、カメラ本体１０と、レンズ鏡筒２０と、
照明装置３０と、を備える。
【００１２】
　カメラ本体１０は、カメラマウント部１１と、アクセサリーシュー１２と、を備える。
カメラ本体１０のカメラマウント部１１には、レンズ鏡筒２０が着脱自在に装着されてい
る。レンズ鏡筒２０は、入射した被写体光を屈折させて被写体像を形成する光学部材（不
図示）を有する。カメラ１は、レンズ交換式の一眼レフカメラとして構成されている。
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【００１３】
　カメラ本体１０は、絞り機構、ミラーユニット、シャッタ機構、ＡＦモジュール、測光
センサ（いずれも不図示）等を備える。
【００１４】
　また、カメラ本体１０のアクセサリーシュー１２には、照明装置３０が着脱自在に装着
されている。照明装置３０は、カメラ本体１０による撮影時に、被写体（不図示）に向け
て照射光を直接又は間接的に照射する装置である。照明装置３０は、本体部３１と、ヘッ
ド部３２と、取り付け脚３３と、前カバー３４と、を備える。ヘッド部３２は、本体部３
１に対して、直交する２軸周り（Ｘ軸周り及びＹ軸周り）に回転が可能となるように構成
されている。
【００１５】
　図１に示す矢印Ａは、Ｘ軸周りの回転方向を示す。また、図１に示す矢印Ｂは、Ｙ軸周
りの回転方向を示す。図１に示すように、ヘッド部３２をＸ軸周りに上向きに回転させる
ことにより、照射光を天井等の反射面に向けて照射する、いわゆるバウンス撮影が可能と
なる。
【００１６】
　図２に示すように、照明装置３０のヘッド部３２は、光学部材としての前カバー３４と
、光源としてのキセノン管３５と、反射傘としてのリフレクタ３６と、を備える。
【００１７】
　前カバー３４は、キセノン管３５で発光された照射光を透過して外部に投光する光学部
材である。前カバー３４は、キセノン管３５で発光された照射光の照射方向（図２のＺ軸
方向）に対して前方に設けられている。
【００１８】
　キセノン管３５は、長手方向がＸ軸方向に延びた円柱状の発光管である。キセノン管は
、カメラ本体１０から送信される発光信号に同期して、照射光を発光する。
【００１９】
　リフレクタ３６は、表面に反射層を有する板部材を、略放物線状に形成した反射部材で
ある。リフレクタ３６は、キセノン管３５で発光された照射光のうち、照射方向の側方や
後方に向かう光を照射方向の前方に反射する。リフレクタ３６は、キセノン管３５で発光
された照射光の照射方向（図２のＺ軸方向）に対して後方に設けられている。
【００２０】
　発光部３７は、上述した前カバー３４、キセノン管３５、及びリフレクタ３６を備える
。なお、図２においては、光源となるキセノン管３５の光軸をＯＢで示す。光軸ＯＢは、
キセノン管３５が発する照射光の光軸である。
【００２１】
　キセノン管３５は、ズーム機構部３８（図３参照）により、光軸ＯＢ方向に沿って移動
可能に支持されている。図２に示す矢印Ｃは、キセノン管３５の移動方向と移動範囲を示
している。リフレクタ３６は、ヘッド部３２の内部に固定配置されている。本実施形態の
照明装置３０は、固定配置されたリフレクタ３６に対して、キセノン管３５を光軸ＯＢ方
向に沿って移動することにより、照射光の照射範囲を変更するように構成されている。
【００２２】
　なお、図示していないが、発光部３７には、メインコンデンサ、充電制御回路及び発光
制御回路が設けられている。
【００２３】
　次に、本実施形態におけるカメラ１の構成について説明する。図３は、本実施形態にお
けるカメラ１の構成を示すブロック図である。なお、図３においては、図１に示すレンズ
鏡筒２０の図示を省略する。また、図３においては、画像信号の経路を破線で示す。
【００２４】
　まず、カメラ本体１０について説明する。図３に示すように、カメラ本体１０は、撮像
部１３と、画像データ処理部１４と、記憶部１５と、を備える。また、カメラ本体１０は
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、カメラ制御部１６と、操作部１７と、メモリ１８と、通信部１９と、を備える。
【００２５】
　撮像部１３は、レンズ鏡筒２０（図１参照）により形成された被写体像を撮像面で撮像
し、デジタルの画像信号に変換する。撮像部１３は、例えば、ＣＣＤやＣＭＯＳ等の電荷
結合素子及びフォトダイオード等の撮像素子を備える。また、撮像部１３は、レンズ鏡筒
２０の撮影レンズが駆動された際に、被写体のピント検出を行うオートフォーカス（以下
、「ＡＦ」という）ユニット（不図示）を備える。
【００２６】
　画像データ処理部１４は、撮像部１３から出力された画像信号を増幅し、ホワイトバラ
ンス調整、ガンマ補正、輪郭強調、レベル調整等の各種画像処理を行う。
【００２７】
　記憶部１５は、画像データ処理部１４で各種の処理が施された画像信号を、ＣＦカード
、ＳＤカード等の記録媒体（不図示）に記録する。
【００２８】
　カメラ制御部１６は、カメラ１の全体の動作を制御する。カメラ制御部１６は、マイク
ロプロセッサにより構成されている。
【００２９】
　カメラ制御部１６は、操作部１７（後述）において、撮影者の操作によるＡＦ制御／Ａ
Ｅ制御の実行開始の指示を取得したときには、自動的に被写体にピント合わせを行うＡＦ
制御と、自動的に被写体に露出を合わせるＡＥ（自動露出）制御とを行う。
【００３０】
　カメラ制御部１６は、操作部１７において、撮影者の操作による撮影開始の指示を取得
したときには、レンズ鏡筒２０（図１参照）側に設けられた絞りユニット（不図示）や、
カメラ１側に設けられたシャッタユニット（不図示）等を所定のタイミングで駆動し、撮
像部１３において被写体像を撮像させる撮像制御を行う。
【００３１】
　また、カメラ制御部１６は、照明装置３０によるバウンス撮影モードが設定されている
場合に、操作部１７において、撮影者の操作によるＡＦ制御／ＡＥ制御の実行開始の指示
を取得したときには、上記ＡＦ制御／ＡＥ制御を行うと共に、照明装置３０の発光制御部
４１にＡＦ制御開始信号を送信する。更に、カメラ制御部１６は、被写体にピント合わせ
を行った際の測距情報を、第１距離情報として照明装置３０の発光制御部４１に送信する
。第１距離情報とは、カメラ本体１０から、カメラ本体１０の撮影光軸上に存在する被写
体までの距離に相当する。
【００３２】
　また、カメラ制御部１６は、照明装置３０による照明撮影モード（バウンス撮影モード
を含む）が設定されている場合に、操作部１７において、撮影者の操作による撮影開始の
指示を取得したときには、被写体像の撮像と同期して照明装置３０から照明光を照射させ
るために、通信部１９を介して、照明装置３０へ発光信号を送信する。
【００３３】
　なお、バウンス撮影モードは、照明装置３０の操作部４２（後述）又はカメラ本体１０
の操作部１７（後述）を介して設定することができる。
【００３４】
　操作部１７は、撮影者が各種操作を行うための入力手段である。操作部１７は、レリー
ズボタンやコマンドダイアル等の操作部材（不図示）により構成される。例えば、撮影者
は、レリーズボタンを半押し操作することにより、カメラ本体１０に対してＡＦ制御／Ａ
Ｅ制御の実行開始を指示することができる。また、撮影者は、レリーズボタンを全押しす
ることにより、カメラ本体１０に対して撮影開始を指示することができる。また、撮影者
は、コマンドダイアルを操作することにより、各種モードの設定を行うことができる。ま
た、操作部１７は、撮影画像、各種設定情報、メッセージ等を表示する液晶モニタ（不図
示）を有する。
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【００３５】
　メモリ１８は、撮影者により操作部１７から入力された設定情報、カメラ制御部１６を
制御するためのプログラム、このプログラムの実行に必要な初期値や設定値等を記憶する
不揮発性メモリである。また、メモリ１８は、カメラ制御部１６が演算処理を実行する際
に必要なデータや画像信号等を一時的に記憶する揮発性メモリを有する。
【００３６】
　通信部１９は、照明装置３０に設けられた通信部４４（後述）との間で各種信号の送受
信を行う。通信部１９の入出力端子（不図示）は、アクセサリーシュー１２（図１参照）
に設けられている。
【００３７】
　次に、照明装置３０について説明する。図３に示すように、照明装置３０は、上述した
発光部３７と、ズーム機構部３８と、ＡＦユニット３９と、角度測定手段としての角度セ
ンサ４０と、を備える。
【００３８】
　また、照明装置３０は、第１距離情報取得手段、第２距離情報取得手段、距離演算部及
び制御部としての発光制御部４１と、操作部４２と、メモリ４３と、通信部４４と、を備
える。
【００３９】
　ズーム機構部３８は、発光部３７のキセノン管３５（図２参照）を、光軸ＯＢ方向に移
動させるための駆動機構である。ズーム機構部３８の動作は、発光制御部４１により制御
される。
【００４０】
　ＡＦユニット３９は、光学レンズ、ＡＦ機構及びＡＦモジュールを備える（いずれも不
図示）。ＡＦユニット３９は、ＡＦモジュールによりピントの検出を行いながら、ＡＦ機
構により光学レンズを駆動する。この動作により、ＡＦユニット３９は、ピント合わせの
対象となる反射面（不図示）にピントを合わせることができる。
【００４１】
　ＡＦユニット３９は、反射面にピント合わせを行った際の測距情報を、第２距離情報と
して発光制御部４１へ送信する。第２距離情報とは、照明装置３０（実質的にカメラ本体
１０）から、発光部３７の照射する照射光の光軸上に存在する反射面までの距離に相当す
る。
【００４２】
　ＡＦユニット３９の動作は、発光制御部４１により制御される。発光制御部４１は、照
明装置３０によるバウンス撮影モードが設定されている場合に、カメラ本体１０のカメラ
制御部１６からＡＦ制御開始信号を受信したときには、ＡＦユニット３９を駆動して、第
２距離情報を取得する。
【００４３】
　なお、発光制御部４１は、カメラ制御部１６から送信された第１距離情報、ＡＦユニッ
ト３９により取得した第２距離情報、及び角度センサ４０（後述）で測定されたバウンス
角θを、メモリ４３に記憶する。
【００４４】
　角度センサ４０は、発光部３７が反射面に対向している場合において、カメラ本体１０
の撮影光軸と発光部３７の発する照射光の光軸とのなす角度（以下、「バウンス角」とい
う）θを、角度情報として測定する角度測定手段である。角度センサ４０は、測定した発
光部３７の角度情報を発光制御部４１に送信する。
【００４５】
　発光制御部４１は、照明装置３０の全体の動作を制御する。発光制御部４１は、マイク
ロプロセッサにより構成されている。発光制御部４１は、発光部３７、ズーム機構部３８
、ＡＦユニット３９、角度センサ４０、操作部４２、メモリ４３及び通信部４４と接続さ
れている。
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【００４６】
　発光制御部４１は、カメラ本体１０から発光信号を受信すると、発光部３７を制御して
、照射光を発光させる。また、発光制御部４１は、操作部４２を介して設定された照射範
囲に基づいてズーム機構部３８を駆動し、発光部３７から照射される照射光が設定された
照射範囲となるように制御する。
【００４７】
　発光制御部４１は、カメラ本体１０において、被写体にピント合わせを行った際の測距
情報（カメラ本体１０から被写体までの距離に相当）を、第１距離情報として取得する。
【００４８】
　発光制御部４１は、バウンス撮影モードが設定されている場合に、カメラ本体１０から
ＡＦ制御開始信号を受信したときには、ＡＦユニット３９を制御して、反射面へのピント
合わせを行う。そして、反射面へのピント合わせを行った際の測距情報を第２距離情報と
して取得する。
【００４９】
　発光制御部４１は、角度センサ４０で測定された発光部３７の角度情報を取得する。
【００５０】
　発光制御部４１は、第１距離情報、第２距離情報及び角度情報に基づいて、被写体と反
射面との距離に相当する第３距離情報を算出すると共に、この第３距離情報と第１距離情
報とを用いて、被写体から反射面を経由したカメラ本体１０までの合計距離情報を算出す
る。
【００５１】
　発光制御部４１は、算出した合計距離情報に基づいて、発光部３７から照射される照射
光の照射範囲を変更する。
【００５２】
　ここで、第３距離情報及び合計距離情報の算出方法について説明する。図４は、カメラ
１、被写体５０及び反射面６０の位置関係を示す概略図である。
【００５３】
　図４は、バウンス撮影時におけるカメラ１、被写体５０及び反射面６０の位置関係を示
している。本実施形態においては、反射面６０を室内の天井として説明する。
【００５４】
　図４に示すように、カメラ１と被写体５０との間は、距離Ｄ１離れている。距離Ｄ１は
、第１距離情報である。距離Ｄ１は、カメラ本体１０のＡＦユニット（不図示）により測
距される。カメラ１と反射面６０との間は、照射光の光軸ＯＢ方向において、距離Ｄ２離
れている。距離Ｄ２は、第２距離情報である。距離Ｄ２は、照明装置３０のＡＦユニット
３９（図３参照）により測距される。被写体５０と反射面６０の間は、照射光の進行方向
において、距離Ｄ３離れている。距離Ｄ３は、第３距離情報である。距離Ｄ３は、後述す
るように、発光制御部４１により算出される。
【００５５】
　バウンス角θは、照明装置３０が反射面６０に対向している場合において、カメラ本体
１０の撮影光軸ＯＡと照明装置３０の発する照射光の光軸ＯＢとのなす角度である。バウ
ンス角θは、角度センサ４０により測定される。
【００５６】
　発光制御部４１は、第１距離情報（距離Ｄ１）、第２距離情報（距離Ｄ２）及び角度情
報（θ）を、下記の式（１）に代入し、被写体５０と反射面６０との距離に相当する第３
距離情報（Ｄ３）を算出する。
　Ｄ３＝√（Ａ２＋Ｂ２－２ＡＢｃｏｓθ）・・・（１）
【００５７】
　更に、発光制御部４１は、算出した第３距離情報（Ｄ３）と第２距離情報（Ｄ２）との
和を、被写体５０から反射面６０を経由したカメラ本体１０までの合計距離情報（Ｄ３＋
Ｄ２）として算出する。
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【００５８】
　次に、算出した合計距離情報（Ｄ３＋Ｄ２）に応じて、発光部３７から照射する照射光
の照射範囲を変更する制御について説明する。図５は、照明装置３０と反射面６０との距
離が異なる場合の照射光の光路長を示す概念図である。図６（ａ）～（ｃ）は、発光部３
７における照射光の照射範囲を示す概念図である。
【００５９】
　まず、照明装置３０と反射面６０との距離が異なる場合における照射光の光路長を、図
５を参照しながら説明する。
【００６０】
　図５に示すように、照明装置３０と反射面６０との距離が異なると、被写体５０から反
射面６０を経由したカメラ本体１０（図５では照明装置３０）までの光路長もそれぞれ異
なった長さとなる。光路長Ａ～Ｃは、上述した合計距離情報（Ｄ３＋Ｄ２）に相当する。
光路長Ａ～Ｃの長さは、カメラ本体１０と反射面６０との距離に比例する。なわち、図５
に示すように、反射面６０ａ＜反射面６０ｂ＜６０ｃとすると、光路長の長さは、光路長
Ａ＜光路長Ｂ＜光路長Ｃとなる。
【００６１】
　なお、図５では、反射面６０ａ～６０ｃの位置に対し、被写体５０の位置がそれぞれ異
なる例を示している。しかし、被写体５０の位置が同じであっても、照明装置３０と反射
面６０との距離が異なれば、上記のような光路長Ａ～Ｃの差が生じる。
【００６２】
　このように、反射面６０とカメラ本体１０との距離が長くなるにつれて、光路長も長く
なる。従って、発光制御部４１は、光路長が長くなるにつれて、照明装置３０から照射さ
れる照射光の到達距離が長くなるように発光部３７を制御する。また、発光制御部４１は
、光路長が短くなるにつれて、照明装置３０から照射される照射光の到達距離が短くなる
ように発光部３７を制御する。
【００６３】
　次に、照射光の照射範囲と照射光の到達距離との関係を、図６（ａ）～（ｃ）を参照し
ながら説明する。図６では、照明装置３０の発光部３７のみを図示する。
【００６４】
　図６（ａ）は、図５に示す光路長Ａの場合における照射光の照射範囲を示す。図６（ｂ
）は、図５に示す光路長Ｂの場合における照射光の照射範囲を示す。図６（ｃ）は、図５
に示す光路長Ｃの場合における照射光の照射範囲を示す。
【００６５】
　光路長が短い場合（図５の光路長Ａ）において、発光制御部４１は、図６（ａ）に示す
ように、キセノン管３５を、照射光の光軸ＯＢの方向に沿って、リフレクタ３６の側（発
光部３７の後方）に移動する。このように、光源となるキセノン管３５とリフレクタ３６
との間隔を近づけると、照射光Ｌの照射範囲は広くなる。照射光Ｌの照射範囲が広くなる
と、照射光Ｌの到達距離は短くなる。従って、光路長が短い場合には、照射光Ｌの照射範
囲を広くして、照明光Ｌの到達距離を短くすることにより、被写体５０に対して適切な光
量の照射光Ｌを照射することができる。
【００６６】
　一方、光路長が長い場合（図５光路長Ｃ）において、発光制御部４１は、図６（ｃ）に
示すように、キセノン管３５を、照射光の光軸ＯＢの方向に沿って、前カバー３４の側（
発光部３７の前方）に移動する。このように、光源となるキセノン管３５とリフレクタ３
６との間隔を離すと、照射光Ｌの照射範囲は狭くなる。照射光Ｌの照射範囲が狭くなると
、照射光Ｌの到達距離は長くなる。従って、光路長が長い場合には、照射光Ｌの照射範囲
を狭くして、照明光Ｌの到達距離を長くすることにより、被写体５０に対して適切な光量
の照射光Ｌを照射する。ことができる。
【００６７】
　また、光路長が中間の場合（図５の光路長Ｂ）において、発光制御部４１は、図６（ｂ
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）に示すように、キセノン管３５を、照射光の光軸ＯＢの方向に沿って、前カバー３４と
リフレクタ３６の中間の位置に移動する。これにより、照射光Ｌの到達距離は、光路長Ａ
及び光路長Ｃの場合の中間となる。従って、被写体５０に対して適切な光量の照射光Ｌを
照射することができる。
【００６８】
　なお、光路長と被写体５０に対する適切な光量との関係は、照明装置３０のガイドナン
バー等により異なる。従って、光路長に対して、被写体５０に最も適切な光量となるよう
に照射光Ｌの照射範囲を選択する。
【００６９】
　また、発光制御部４１は、発光部３７から照射される照射光Ｌの照射範囲を３段階に変
更する。例えば、発光制御部４１は、算出した光路長が３ｍ未満の場合には、キセノン管
３５が図６（ａ）に示す位置となるように発光部３７を制御する。また、発光制御部４１
は、算出した光路長が３ｍ～５ｍ未満の場合には、キセノン管３５が図６（ｂ）に示す位
置となるように発光部３７を制御する。また、発光制御部４１は、算出した光路長が５ｍ
以上の場合には、キセノン管３５が図６（ｃ）に示す位置となるように発光部３７を制御
する。
【００７０】
　このように、本実施形態の発光制御部４１は、算出した光路長に応じて、照射光Ｌの照
射範囲を３段階に制御する。なお、光路長（３ｍ未満、３ｍ～５ｍ未満、５ｍ以上）と照
射光Ｌの照射範囲との関係は、テーブルデータとしてメモリ４３に記憶されている。発光
制御部４１は、算出した光路長に対応する照射光Ｌの照射範囲をテーブルデータから特定
することにより、照射光Ｌの照射範囲を適切な照射範囲に設定することができる。
【００７１】
　次に、上記のように構成されたカメラ１において、バウンス撮影モードが設定されたと
きの制御手順を、図７に示すフローチャートを参照しながら説明する。
【００７２】
　図７は、バウンス撮影モードが設定されたときのカメラ１の制御手順を示すフローチャ
ートである。図７において、左側はカメラ本体１０の制御手順を示し、右側は照明装置３
０の制御手順を示している。また、カメラ本体１０及び照明装置３０には、バウンス撮影
モードが設定されているものとする。更に、照明装置３０のヘッド部３２（図１参照）に
は、撮影者の操作により、所定のバウンス角が設定されているものとする。
【００７３】
　まず、カメラ本体１０における制御手順について説明する。
　ステップＳ１０１において、カメラ制御部１６は、操作部１７においてＡＦ制御／ＡＥ
制御の実行開始の指示を取得したか否かを判定する。ここで、カメラ制御部１６は、ＡＦ
制御／ＡＥ制御の実行開始の指示を取得した（ＹＥＳ）と判定した場合には、ステップＳ
１０２へ進む。また、カメラ制御部１６は、ＡＦ制御／ＡＥ制御の実行開始の指示を取得
していない（ＮＯ）と判定した場合には、ステップＳ１０１に戻る。
【００７４】
　ステップＳ１０２において、カメラ制御部１６は、照明装置３０へＡＦ制御開始信号を
送信する。
【００７５】
　ステップＳ１０３において、カメラ制御部１６は、自動的に被写体にピント合わせを行
うＡＦ制御、及び自動的に被写体に露出を合わせるＡＥ制御を実行する。カメラ制御部１
６は、ＡＦ制御により、カメラ本体１０から被写体までの距離となる第１距離情報を取得
する。
【００７６】
　ステップＳ１０４において、カメラ制御部１６は、ＡＦ制御により取得した第１距離情
報を照明装置３０へ送信する。
【００７７】
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　ステップＳ１０５において、カメラ制御部１６は、操作部１７において撮影開始の指示
を取得したか否かを判定する。ここで、カメラ制御部１６は、撮影開始の指示を取得した
（ＹＥＳ）と判定した場合には、ステップＳ１０６へ進む。また、カメラ制御部１６は、
撮影開始の指示を取得していない（ＮＯ）と判定した場合には、ステップＳ１０５に戻る
。
【００７８】
　ステップＳ１０６において、カメラ制御部１６は、発光信号を照明装置３０へ送信する
。
【００７９】
　ステップＳ１０７において、カメラ制御部１６は、撮像部１３及び画像データ処理部１
４を制御して、被写体像の画像を撮像させる（撮像処理）。
【００８０】
　ステップＳ１０８において、カメラ制御部１６は、記憶部１５を制御して、撮像した画
像データを記録させる（記録処理）。そして、カメラ制御部１６は、本フローチャートの
処理を終了する。
【００８１】
　次に、照明装置３０における制御手順について説明する。
　ステップＳ２０１において、発光制御部４１は、カメラ本体１０から送信されたＡＦ制
御開始信号を受信する。
【００８２】
　ステップＳ２０２において、発光制御部４１は、反射面にピントを合わせるようにＡＦ
ユニット３９を制御する（ＡＦ制御）。発光制御部４１は、ＡＦユニット３９による反射
面へのピント合わせにより、照明装置３０から反射面までの距離となる第２距離情報を取
得する。
【００８３】
　ステップＳ２０３において、発光制御部４１は、カメラ本体１０から送信された第１距
離情報を受信する。
【００８４】
　ステップＳ２０４において、発光制御部４１は、角度センサ４０から発光部３７の角度
情報（バウンス角θ）を取得する。
【００８５】
　ステップＳ２０５において、発光制御部４１は、第１距離情報、第２距離情報及び角度
情報に基づいて、被写体から反射面を経由したカメラ本体１０までの合計距離情報を算出
する。
【００８６】
　ステップＳ２０６において、発光制御部４１は、算出した合計距離情報とテーブルデー
タとに基づいて、照射光の照射範囲を特定する。
【００８７】
　ステップＳ２０７において、発光制御部４１は、特定した照射光の照射範囲に基づいて
、発光部３７におけるキセノン管３５の位置を制御する。
【００８８】
　ステップＳ２０８において、発光制御部４１は、カメラ本体１０から送信された発光信
号を受信する。
【００８９】
　ステップＳ２０９において、発光制御部４１は、発光部３７を制御して、キセノン管３
５を所定の発光時間だけ発光させる（発光制御）。この後、発光制御部４１は、発光部３
７を制御して、メインコンデンサ（不図示）を充電させる。そして、発光制御部４１は、
本フローチャートの処理を終了する。
【００９０】
　上述した本発明の実施形態によれば、以下のような効果を奏する。
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（１）本実施形態の照明装置３０は、カメラ本体１０から被写体５０までの距離に相当す
る第１距離情報と、発光部３７から反射面６０までの距離に相当する第２距離情報と、発
光部３７の角度情報とに基づいて、発光部３７から照射される照射光の照射範囲を変更す
る発光制御部４１を備える。このため、発光部３７には、カメラ本体１０と反射面６０と
の距離に応じた照射光の照射範囲が設定される。従って、バウンス撮影において、カメラ
本体１０と反射面６０との距離が異なる場合でも、被写体５０に過不足なく適切な光量の
照射光を照射することができる。
（２）本実施形態の照明装置３０において、発光制御部４１は、発光部３７から照射され
る照射光の照射範囲を段階的に変更する。このため、発光部３７から反射面６０までの距
離が異なる状況において、照射光の照射範囲を適切な照射範囲に設定することができる。
（３）本実施形態の照明装置３０において、発光制御部４１は、第１距離情報、第２距離
情報及び角度情報に基づいて、被写体５０と反射面６０との距離に相当する第３距離情報
を算出すると共に、この第３距離情報と第２距離情報とを用いて、被写体５０から反射面
６０を経由したカメラ本体１０までの合計距離情報を算出する。また、発光制御部４１は
、算出した合計距離情報に応じて、発光部３７から照射される照射光の照射範囲を変更す
る。このため、発光制御部４１は、被写体５０から反射面６０を経由した照明装置３０（
実質的にカメラ本体１０）までの光路長を正確に算出することができる。
（４）本実施形態の照明装置３０において、発光部３７は、照射光を発する光源としての
キセノン管３５と、照射光を透過して外部に投光する光学部材としての前カバー３４と、
キセノン管３５で発せられた照射光を前カバー３４に向けて反射する反射傘としてのリフ
レクタ３６と、を備える。また、発光制御部４１は、キセノン管３５を、照射光の光軸Ｏ
Ｂ方向に移動することにより、発光部３７から照射される照射光の照射範囲を変更する。
このため、発光部３７において、照射光の照射範囲を容易に変更することができる。
（５）本実施形態の照明装置３０と、光学部材を有するレンズ鏡筒２０と、レンズ鏡筒２
０により形成された被写体像を撮像面で撮像する撮像部１３を有するカメラ本体１０と、
を備えたカメラ１においては、上記（１）～（４）の効果を奏する。
【００９１】
（変形形態）
　以上説明した実施形態に限定されることなく、本発明は以下に示すような種々の変形や
変更が可能であり、それらも本発明の範囲内である。
（１）本実施形態においては、発光部３７のバウンス角θを角度センサ４０により測定し
ている。しかしながら、この例に限らず、発光部３７のバウンス角θは、ユーザが操作部
４２から入力してもよい。また、角度センサ４０は、カメラ本体１０に設けられていても
よい。
（２）本実施形態の照明装置３０は、発光部３７から反射面６０までの距離に相当する第
２距離情報を取得するためのＡＦユニット３９を備える。しかしながら、この例に限らず
、カメラ本体１０のＡＦ機能により、反射面６０にピント合わせを行った際の測距情報を
、第２距離情報としてもよい。すなわち、本例においては、カメラ本体１０から反射面６
０までの距離が第２距離情報となる。この場合、カメラ制御部１６は、第１距離情報と第
２距離情報とを、照明装置３０に送信する。
（３）カメラ本体１０に水準器を設け、第２距離情報を計測する際に、反射面６０にピン
ト合わせを行ったときのカメラ本体１０の傾き角を計測するようにしてもよい。この場合
、カメラ制御部１６は、第２距離情報とバウンス角θを同時に計測することができる。ま
た、カメラ制御部１６は、計測した第１距離情報、第２距離情報及びバウンス角θを、照
明装置３０に送信する。なお、水準器は、カメラ本体１０において、画面の水平位置を検
出するための水準器を用いてもよい。また、カメラ本体１０に、バウンス角θを計測する
ための専用の水準器を設けてもよい。
（４）本実施形態では、照明装置３０の発光制御部４１において、第１距離情報、第２距
離情報及び角度情報に基づいて、被写体５０と反射面６０との距離に相当する第３距離情
報を算出すると共に、この第３距離情報と第２距離情報とを用いて、被写体５０から反射
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している。しかしながら、これに限らず、照明装置３０に、距離演算部として機能する専
用の制御部を設けた構成としてもよい。また、カメラ本体１０のカメラ制御部１６におい
て、距離演算部の機能を実行するようにしてもよい。
（５）本実施形態においては、照射光を発する光源として、キセノン管３５を用いている
。しかしながら、この例に限らず、光源として、発光ダイオード等の発光素子又は所定の
光量を発光可能な発光手段を用いてもよい。
（６）本実施形態においては、図４に示すように、反射面６０を室内の天井とした例につ
いて示した。しかしながら、この例に限らず、反射面は、建物の壁（室内又は屋外）や、
建築部の一部等であってもよい。
（７）本実施形態の発光部３７は、反射傘としてのリフレクタ３６を固定とし、光源とし
てのキセノン管３５を、照射光の光軸ＯＢの方向に沿って移動する。しかしながら、この
例に限らず、発光部３７において、キセノン管３５を固定とし、リフレクタ３６を、照射
光の光軸ＯＢの方向に沿って移動するように構成してもよい。また、発光部３７において
、キセノン管３５及びリフレクタ３６の両方を、照射光の光軸ＯＢの方向に沿って移動す
るように構成してもよい。すなわち、発光部３７は、キセノン管３５又はリフレクタ３６
の少なくとも一方を、照射光の光軸ＯＢの方向に沿って移動するように構成すればよい。
（８）本実施形態の発光制御部４１は、発光部３７から照射される照射光の照射範囲を３
段階に変更する。しかしながら、この例に限らず、更に複数の段階に変更するように構成
してもよい。また、算出された合計距離情報に応じて、照射光の照射範囲を無段階に変更
するように構成してもよい。
（９）本実施形態のカメラ１は、カメラ本体１０と、このカメラ本体１０のアクセサリー
シュー１２に装着された照明装置３０と、を備える。しかしながら、この例に限らず、照
明装置３０は、カメラ本体１０と接近した位置に設けられていればよい。すなわち、照明
装置３０は、カメラ本体１０と接近した位置において電気的に接続されていれば、必ずし
もカメラ本体１０に装着されていなくてもよい。
（１０）本実施形態においては、カメラ本体１０に、照明装置３０が外付けで装着される
カメラ１を例として示した。しかしながら、バウンス撮影が可能な構成であれば、この例
に限らず、種々の形態で実施することができる。例えば、カメラ本体の上部に照明装置を
収納可能に配置した、いわゆるポップアップ式のカメラとして構成することもできる。ま
た、照明装置がカメラ本体に内蔵されたコンパクトタイプのカメラとして構成することも
できる。更には、デジタル式カメラに限らず、フィルム式カメラにも適用することができ
る。
【００９２】
　また、上記実施形態及び変形形態は適宜に組み合わせて用いることができるが、各実施
形態の構成は図示と説明により明らかであるため、詳細な説明を省略する。更に、本発明
は以上説明した実施形態によって限定されることはない。
【符号の説明】
【００９３】
　１：カメラ、１０：カメラ本体、１３：撮像部、２０：レンズ鏡筒、３０：照明装置、
３４：前カバー（光学部材）、３５：キセノン管（光源）、３６：リフレクタ（反射傘）
、３７：発光部、４０：角度センサ（角度測定手段）、４１：発光制御部（第１距離情報
取得手段、第２距離情報取得手段、制御部、距離演算部）
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